国境離島政策の再検討 by 古川 浩司
は
じ
め
に
近
年
、
領
土
問
題
と
の
関
連
で
｢
国
境
離
島｣
と
い
う
言
葉
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
海
上
保
安
庁
や
自
衛
隊
に
よ
る
領
域
警
備
強
化
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
と
同
時
に
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
は
｢
無
人
国
境
離
島
の
適
切
な
管
理
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
(
１)｣
、
同
年
一
一
月
に
は
｢
特
定
国
境
離
島
地
域
の
保
全
及
び
振
興
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
(
２)｣
が
、
当
時
野
党
で
あ
っ
た
自
由
民
主
党
議
員
に
よ
る
議
員
立
法
と
し
て
参
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
前
者
は
同
年
九
月
の
国
土
交
通
委
員
会
で
審
議
未
了
と
な
り
、
後
者
は
委
員
会
審
議
に
す
ら
付
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
の
総
選
挙
で
自
由
民
主
党
が
政
権
復
帰
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
行
方
に
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
(
３)
。
こ
れ
ら
の
法
律
案
は
、
国
境
離
島
を
そ
の
行
政
区
域
と
す
る
地
方
自
治
体
に
と
っ
て
そ
の
成
立
が
望
ま
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
国
(
中
央
政
府)
の
財
政
悪
化
に
よ
り
、
従
来
の
国
か
ら
地
方
へ
の
財
政
を
通
じ
た
地
域
間
格
差
の
是
正
に
依
存
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
五
三
年
に
成
立
し
一
〇
年
1
[
序
文]
国
境
離
島
政
策
の
再
検
討
古
川
浩
司
毎
に
延
長
さ
れ
て
い
る
離
島
振
興
法
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
離
島
地
域
が
そ
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
(
４)
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
先
述
し
た
二
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
効
果
は
予
想
さ
れ
る
と
は
言
え
、
特
に
有
人
国
境
離
島
が
そ
の
衰
退
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る
か
と
言
え
ば
、
疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
こ
の
よ
う
な
国
境
離
島
を
め
ぐ
る
政
策
に
注
目
が
集
ま
っ
た
こ
と
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
後
か
ら
近
年
に
至
る
ま
で
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
泉
純
一
郎
政
権
の
三
位
一
体
改
革
を
契
機
に
国
か
ら
の
補
助
金
(
地
方
交
付
税
交
付
金
や
国
庫
支
出
金
な
ど)
が
減
少
す
る
一
方
で
、
対
岸
国
の
経
済
発
展
の
影
響
が
日
本
全
体
に
及
ぶ
中
、
国
境
離
島
に
お
い
て
新
た
な
動
き
が
出
始
め
た
(
５)
。
そ
う
し
た
動
き
を
い
か
に
国
の
政
策
に
結
び
付
け
る
か
。
そ
れ
が
本
特
集
号
の
も
と
と
な
っ
た
｢
国
境
離
島
政
策
の
再
検
討｣
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
あ
っ
た
(
６)
。
そ
こ
で
、
本
特
集
号
で
は
、｢
国
境
離
島｣
の
中
で
も
、
特
に
沖
縄
県
八
重
山
地
域
に
あ
る
一
六
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
｢
島
嶼
型
海
洋
自
治
体｣
の
竹
富
町
及
び
日
本
最
西
端
の
｢
国
境
離
島｣
で
あ
る
与
那
国
町
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
地
域
政
策
に
関
す
る
三
本
の
論
文
を
収
録
し
た
。
詳
細
な
議
論
は
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
に
委
ね
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
こ
で
は
上
記
の
自
治
体
の
近
年
の
注
目
す
べ
き
政
策
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。
与
那
国
町
や
竹
富
町
に
よ
る
国
境
離
島
を
意
識
し
た
動
き
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
の
与
那
国
｢
自
立
・
自
治
宣
言｣
に
基
づ
く
｢
与
那
国
・
自
立
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
(
７)｣
に
端
を
発
す
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
た
住
民
投
票
に
よ
り
、
平
成
の
大
合
併
の
動
き
に
伴
っ
て
八
重
山
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
た
三
市
町
(
石
垣
市
・
竹
富
町
・
与
那
国
町)
の
合
併
で
は
な
く
、
単
独
町
制
を
与
那
国
町
住
民
が
選
択
し
た
こ
と
を
背
景
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
竹
富
町
で
は
、
二
〇
〇
七
年
七
月
の
海
洋
基
本
法
の
施
行
を
受
け
、
二
〇
一
一
年
三
月
に
全
国
で
初
め
て
自
治
体
に
よ
る
｢
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画
(
８)｣
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
沿
岸
・
離
島
自
治
体
に
お
け
る
海
域
管
理
の
た
め
の
財
源
確
保
に
向
け
た
施
策
を
は
じ
め
、
数
々
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
(
９)
。
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こ
れ
ら
の
自
治
体
の
動
き
を
、｢
国
境
離
島
政
策
の
再
検
討｣
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
た
の
が
、
次
の
三
本
の
論
文
で
あ
る
。
ま
ず
佐
道
論
文
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
以
降
、
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
日
中
間
の
対
立
が
激
化
す
る
中
で
、
防
衛
政
策
に
お
け
る
国
と
八
重
山
地
域
の
｢
ズ
レ｣
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
八
重
山
地
域
を
含
む
南
西
諸
島
の
防
衛
力
強
化
が
防
衛
省
に
よ
り
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
八
重
山
地
域
で
は
国
民
保
護
法
に
基
づ
き
各
自
治
体
に
要
請
さ
れ
て
い
る
国
民
保
護
計
画
が
今
な
お
策
定
さ
れ
て
い
な
い
(
)
。
幸
い
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
、
日
本
に
お
い
て
戦
争
は
起
き
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
大
震
災
や
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
国
の
み
に
依
存
し
て
い
て
は
そ
の
被
害
の
抑
制
に
は
限
界
が
あ
り
、
国
と
地
方
自
治
体
の
法
体
制
に
お
け
る
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
こ
の
論
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
上
妻
論
文
は
、
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画
の
礎
と
な
っ
た
海
洋
基
本
法
の
成
立
過
程
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
竹
富
町
・
与
那
国
町
双
方
の
政
策
課
題
に
基
づ
き
、
海
洋
政
策
あ
る
い
は
国
境
地
域
政
策
を
中
心
に
、
あ
る
べ
き
国
の
政
策
の
方
向
や
課
題
を
提
起
し
て
い
る
(
)
。
竹
富
町
が
計
画
を
策
定
し
た
後
の
全
国
の
自
治
体
レ
ベ
ル
の
海
洋
政
策
の
進
展
、
ま
た
、
竹
富
町
が
提
起
し
た
各
種
課
題
へ
の
国
の
対
応
な
ど
を
見
る
限
り
、
筆
者
が
求
め
て
い
る
｢
住
民
の
安
全
・
安
心｣
や
｢
住
民
の
た
め
の
制
度
構
築｣
な
ど
、
離
島
の
｢
人
の
営
み｣
へ
の
支
援
が
十
分
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
今
後
、
多
く
の
自
治
体
が
自
ら
海
洋
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
(
)
、
離
島
自
治
体
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
ふ
ま
え
た
、
海
洋
政
策
の
側
か
ら
の
施
策
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。
最
後
に
土
井
論
文
は
、｢
与
那
国
・
自
立
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン｣
を
支
え
る
共
同
体
論
を
探
求
す
る
際
に
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
エ
ク
の
共
同
体
論
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、｢
大
き
な
共
同
体
へ
の
拡
張
が
達
成
さ
れ
る
具
体
的
な
き
っ
か
け
と
し
て
の
｢
小
さ
な
共
同
体｣
間
の
交
流
の
存
在｣
、｢
伝
統
は
不
変
で
は
な
く
成
長
し
発
展
す
る｣
と
い
っ
た
指
摘
は
、
八
重
山
地
域
に
限
っ
た
こ
と
で
は
必
ず
し
も
な
い
と
は
言
え
、
対
岸
に
あ
る
中
国
や
台
湾
の
経
済
発
展
が
著
し
い
中
で
、
日
本
と
い
う
国
国境離島政策の再検討 (古川)3
家
を
維
持
す
る
た
め
に
も
｢
生
き
残
り
戦
略｣
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
与
那
国
町
及
び
竹
富
町
の
こ
れ
か
ら
の
基
本
認
識
を
考
え
る
上
で
一
読
の
価
値
が
あ
ろ
う
。
以
上
の
論
文
は
、
テ
ー
マ
や
分
析
方
法
に
違
い
が
あ
る
と
は
言
え
、
八
重
山
地
域
を
事
例
と
し
、
か
つ
、
国
の
支
援
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
自
立
及
び
自
律
の
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
と
は
言
え
、
同
様
の
｢
国
境
離
島｣
は
、
日
本
の
他
の
地
域
に
も
あ
る
。
他
方
、｢
国
境
離
島｣
は
法
律
上
、
ま
だ
定
義
さ
れ
て
い
な
い
(
)
。
そ
こ
で
、
本
特
集
号
に
所
収
さ
れ
た
各
論
文
が
、
八
重
山
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
維
持
・
発
展
の
み
な
ら
ず
、
他
の
｢
国
境
離
島｣
を
抱
え
る
地
域
に
も
波
及
し
て
い
き
、
そ
れ
が
さ
ら
な
る
こ
の
分
野
に
お
け
る
研
究
な
ら
び
に
政
策
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
本
論
を
締
め
く
く
り
た
い
。
註
(
１)
詳
細
は
、h
ttp://w
w
w
.san
g
iin
.g
o.jp/japan
ese/joh
o1/k
ou
sei/g
ian
/181/pdf/t071800251800.pdf
(
二
〇
一
三
年
二
月
一
六
日
ア
ク
セ
ス)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
２)
詳
細
は
、h
ttp://w
w
w
.san
g
iin
.g
o.jp/japan
ese/joh
o1/k
ou
sei/g
ian
/181/pdf/t071810021810.pdf
(
二
〇
一
三
年
二
月
一
六
日
ア
ク
セ
ス)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
３)
例
え
ば
、
二
〇
一
三
年
二
月
五
日
に
内
閣
官
房
に
領
土
・
主
権
対
策
企
画
調
整
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
詳
細
は
、
h
ttp://w
w
w
.cao.g
o.jp/m
in
ister/1212_i_y
am
am
oto/k
aik
en
/2013/0205k
aik
en
.h
tm
l
(
二
〇
一
三
年
二
月
二
一
日
ア
ク
セ
ス)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
４)
改
正
離
島
振
興
法
は
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
成
立
し
、
二
〇
一
三
年
度
以
降
も
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
離
島
を
含
む
日
本
の
国
境
地
域
法
制
に
関
し
て
は
、
拙
稿
｢
日
本
の
｢
国
境
地
域｣
法
制
―
｢
地
域
振
興｣
の
視
点
か
ら
―｣
(『
社
会
科
学
研
究』
第
三
二
巻
第
一
号
所
収)
、h
ttp://w
w
w
.ch
u
k
y
o-u
.ac.jp/research
/irss/im
ag
e/k
iy
ou
_60/fu
ru
k
aw
a-040132socsci-ch
u
k
y
o.pdf
(
二
〇
一
三
年
二
月
一
六
日
ア
ク
セ
ス)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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(５)
詳
細
は
、
例
え
ば
、
拙
稿
｢
越
境
す
る
日
本
の
境
界
地
域
？
―
周
辺
か
ら
の
｢
市
民
社
会｣
形
成
の
可
能
性
―｣
(『
国
際
政
治』
第
一
六
九
号
、
二
〇
一
二
年
所
収)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
６)
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
に
組
織
さ
れ
た
｢
日
本
の
国
境
政
策｣
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
ぐ
形
で
、
二
〇
〇
九
年
度
よ
り
二
〇
一
一
年
度
ま
で
活
動
し
、
現
在
の
｢
日
本
の
境
界
地
域
論｣
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
(
７)
｢
与
那
国
・
自
立
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン｣
の
全
文
は
、h
ttp://w
w
w
.tow
n
.y
on
ag
u
n
i.ok
in
aw
a.jp/project/ziritsu
.h
tm
(
二
〇
一
二
年
二
月
一
七
日
ア
ク
セ
ス)
。
(
８)
｢
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画｣
の
全
文
は
、h
ttp://w
w
w
.tow
n
.tak
etom
i.lg
.jp/division
/in
dex
.ph
p?con
ten
t_id=
148
(
二
〇
一
二
年
二
月
一
七
日
ア
ク
セ
ス)
。
(
９)
最
近
で
は
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
｢
地
方
自
治
体
の
海
洋
政
策
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
－
海
域
管
理
の
た
め
の
財
源
を
考
え
る｣
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
概
要
に
関
し
て
は
、h
ttp://src-h
ok
u
dai-ac.jp/jibsn
/even
t/even
t-13-004.h
tm
l
(
二
〇
一
二
年
二
月
一
七
日
ア
ク
セ
ス)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
)
石
垣
市
で
は
、
平
成
二
四
(
二
〇
一
二
年)
年
度
中
に
、
石
垣
市
国
民
保
護
計
画
の
策
定
を
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
(『
八
重
山
日
報』
二
〇
一
三
年
二
月
一
六
日)
。
な
お
、
石
垣
市
国
民
保
護
計
画
に
関
し
て
は
、h
ttp://w
w
w
.city
.ish
ig
ak
i.ok
in
aw
a.jp/100000/100100/
su
b_pag
e_13.h
tm
l
(
二
〇
一
三
年
二
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
)
上
妻
毅
氏
は
、｢
与
那
国
・
自
立
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
推
進
協
議
会｣
及
び
｢
竹
富
町
海
洋
基
本
計
画
策
定
委
員
会｣
の
委
員
を
務
め
ら
れ
て
い
た
。
(
)
先
述
し
た
｢｢
地
方
自
治
体
の
海
洋
政
策
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｣
で
は
、
石
垣
市
の
中
山
義
隆
市
長
よ
り
石
垣
市
海
洋
基
本
計
画
の
策
定
作
業
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
与
那
国
町
の
外
間
守
吉
町
長
も
計
画
策
定
に
意
欲
を
示
し
た
(『
八
重
山
日
報』
二
〇
一
三
年
二
月
二
日)
。
(
)
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
拙
稿
｢｢
境
界
自
治
体｣
と
は
何
か
[
そ
の
機
能
か
ら
考
え
る]｣
(
岩
下
明
裕
編
『
日
本
の
｢
国
境
問
題｣』
藤
原
書
店
、
二
〇
一
二
年
所
収)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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